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　昨年度のパネル作品が下記のとおり再展示されます。前
回お見逃しになった方は、この機会にぜひご覧ください！

阿賀野川上流域を巡る
近代産業の変遷

明治・大正・昭和～近代日本がたどった光と影の縮図

貴重な写真でたどる パネル展

観覧
無料

期間 ● 平成29年10月4日（水）～31日（火）
会場 ● 環境と人間のふれあい館 1F ホール

主催：新潟県立環境と人間のふれあい館／協力：一般社団法人あがのがわ環境学舎▲お問合せは、次ページのふれあい館お問合せ先へ

阿賀野川上流域で栄えた
近代産業の光と　の軌跡影

　
Ｆ
Ｍ
事
業
で
は
こ
こ
２

〜
３
年
ほ
ど
、阿
賀
野
川
上

流
域
で
栄
え
た
近
代
産
業

に
ま
つ
わ
る
貴
重
な
史
料

を
大
量
に
発
掘
し
、イ
ベ
ン

ト
や
パ
ネ
ル
巡
回
展
な
ど

を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　
特
に
昨
年
度
は
、草
倉
・

足
尾
銅
山
を
始
め
、持
倉
銅

山
や
鹿
瀬
ダ
ム
、そ
し
て
昭

和
電
工
㈱
鹿
瀬
工
場
な
ど
、

近
代
産
業
の
関
連
ス
ポ
ッ

ト
を
網
羅
し
た
多
彩
な
イ

ベ
ン
ト
を
相
次
ぎ
開
催
す

る
な
ど
、こ
れ
ま
で
の
総
決

算
と
も
言
え
る
取
組
を
展

開
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
そ
こ
で
、阿
賀
野
川
上
流

域
の
近
代
産
業
が
持
つ
今

後
の
可
能
性
や
意
義
を
探

る
た
め
に
も
、今
ま
で
に
収

集
し
た
貴
重
な
史
料
を
活

用
し
て
、そ
の
光
と
影
を
巡

る
歴
史
を
皆
さ
ん
と
と
も

に
振
り
返
り
ま
す
。

保存版

近
代
産
業
の
〝光
と

影〟
を
一
望
す
る

足尾銅山

古河財閥初の銅山で、足尾の不振期を支えた 草倉銅山

▲角神製錬所。周囲の山林を枯らす煙害が発生した。

▲角神の川港。阿賀野川の舟運で荒銅を出荷した。 ▲通洞坑の坑口。坑夫はここから各坑道へ移動した。 ▲草倉本山の光景。飯場、神社、人馬などでにぎわっていた。

鹿瀬支所職員が本山写真の撮影ポイントを発見した。

通洞坑の現在の坑口跡

古河市兵衛氏
▲▼出典「【小野崎一徳写真帖】足
尾銅山」（小野崎敏編著・新樹社）

▲足尾で発展した鉱山町と大工場群。ここで近代日本の産業技術が花開いた。

▲製錬所内の巨大施設群。草倉と比べられないほど大規模な鉱害を引き起こした。

　
鉱
山
業
は
近
代
日
本
の

重
要
産
業
で
、阿
賀
野
川

上
流
域
で
も
多
く
の
鉱
山

が
開
発
さ
れ
て
い
ま
し

た
。そ
の
中
で
も
特
に
有

名
な
の
が
、古
河
財
閥
が

最
初
に
鉱
山
経
営
を
手

が
け
た
草
倉
銅
山
と
、現

在
も
山
中
に
産
業
遺
構

が
残
る
持
倉
銅
山
で
す
。

　
草
倉
を
入
手
し
た
２

年
後
の
明
治
10
年
、古
河

は
足
尾
銅
山
を
手
に
入

れ
、東
洋
一
の
銅
山
へ
と

発
展
し
ま
す
が
、大
規
模

な
鉱
害
も
引
き
起
こ
し
、

日
本
の
近
代
化
に
光
と
影

の
軌
跡
を
残
し
ま
し
た
。

持倉銅山

▲持倉銅山の製錬所外観と内部の熔鉱炉。製錬の際に出る不純物のカラミでレンガをつくり、外壁に再利用した。

日
本
近
代
化
の
光
と
影
の
象
徴

小野崎敏氏所蔵

小野崎敏氏所蔵

柏崎市立図書館所蔵 出典「写真集ふるさとの百年 五泉・
中蒲原・東蒲原」（新潟日報事業社）

大正から昭和へ、鉄道が敷かれダム建設が始まった鹿瀬ダム

▲大河を半分締め切る半川締切工法で建設された。 ▲難工事を乗り越え、大正３年に開通した岩越線（現・磐越西線）。▲鹿瀬ダム内部の発電機と水車。外国製だった。

森矗昶氏
出典：「昭和電工五十
年史」（昭和電工㈱）

のぶ　てる

いち  　べ  　 え

　
明
治
末
期
か
ら
大
正

初
期
に
か
け
て
鉄
道
が

敷
設
さ
れ
た
際
、当
初

の
計
画
に
は
な
か
っ
た

鹿
瀬
駅
が
設
置
さ
れ
ま

し
た
が
、こ
れ
は
草
倉

銅
山
が
あ
っ
た
お
か
げ

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、全
国
の
河

川
で
電
源
開
発
が
盛
ん

に
な
っ
た
大
正
期
、水

量
豊
富
な
阿
賀
野
川
に

も
当
時
珍
し
か
っ
た
大

型
ダ
ム
の
建
設
が
計
画

さ
れ
、昭
和
３
年
に
か

つ
て
草
倉
銅
山
の
川
港

だ
っ
た
場
所
に
鹿
瀬
ダ

ム
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、ダ
ム
工
事

の
責
任
者
だ
っ
た
森
矗

昶
氏
が
、こ
の
鉄
道
や

発
電
所
を
利
用
し
て
昭

和
電
工
㈱
鹿
瀬
工
場
を

建
設
し
、東
蒲
原
に
お

け
る
電
気
化
学
工
業
の

幕
開
け
に
至
り
ま
す
。

※10/10（火）、10/16（月）、10/23（月）、10/30（月）は休館日

田辺修一郎氏所蔵徳永次一氏所蔵 絵葉書写真

鹿瀬工場

高度経済成長期の光と影

　
当
初
は
石
灰
石
を
原

料
と
し
た
化
学
肥
料
が

主
力
製
品
で
、戦
後
に

は
２
千
名
以
上
も
の
従

業
員
を
抱
え
る
大
工
場

と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、日
本
が
高

度
経
済
成
長
期
に
突
入

す
る
と
売
上
は
低
迷
、

鹿
瀬
工
場
は
慢
性
的
な

赤
字
に
陥
り
ま
す
。こ

の
難
局
を
打
開
す
べ

く
、工
場
は
有
機
化
学

の
方
へ
主
力
製
品
を
転

換
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、そ
の
製
造
過
程
で
副
生
さ
れ
た
有

機
水
銀
が
阿
賀
野
川
へ
流
れ
出
て
、後
に
四
大

公
害
の
一
つ
と
な
る
新
潟
水
俣
病
を
引
き
起
こ

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

▲昭和４年の建設当初の鹿瀬工場。白い煙はカーバイド工場。

▲鹿瀬工場の朝の出勤風景。２～３千名もの従業員がいた。 ▲原料の石灰石は阿賀野川沿岸から索道で運搬。

▲有機化学製品の製造プラント。▲現在の工場排水口。

田辺修一郎氏所蔵鈴木貞孝氏所蔵

出典：鹿瀬工場タイムス

出典：「阿賀の里・下」（東蒲原郡誌編さん委員会）

　近代日本の光と影の縮図とも言える阿賀野川流域
の歴史を、今後も様 な々形でお伝えしていきます。



イベ  ント

レ
ポ
ー
ト

　

平
成
29
年
６
月
11
日
、標
記
作

文
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
環
境

と
人
間
の
ふ
れ
あ
い
館
で
開
催
さ

れ
、上
記
３
名
の
方
々
が
優
秀
賞

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
コ
ン
ク
ー
ル
は
、新
潟
水
俣

病
被
害
者
の「
こ
ん
な
苦
し
み
は

自
分
た
ち
だ
け
で
た
く
さ
ん
だ
。

子
や
孫
に
同
じ
苦
し
み
を
味
わ
わ

せ
て
は
な
ら
な
い
」と
い
う
切
な

る
思
い
か
ら
、次
代
を
担
う
子
ど

も
た
ち
に
身
の
回
り
の
環
境
に
関

心
を
も
っ
て
も
ら
お
う
と
、新
潟

県
内
の
小
・
中
学
生
を
対
象
に
毎

年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

作
文
テ
ー
マ
は「
新
潟
水
俣
病
」

や「
身
の
回
り
の
環
境
問
題
」な
ど

で
、今
年
は
２
９
０
点
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。

平成28年度
阿賀野川流域
ロバダン!マップ
ロバダン!（炉端談議）の開催状
況（平成28年4月～平成29年3
月）が一目でわかるマップ。平
成28年度はＦＭ事業＆阿賀
野川エコミュージアム合わせ
て、43件開催しました。

…　　　で開催したロバダン !

…　　　で開催したロバダン !

新潟水俣病ロバダン１
流域歴史ロバダン
新潟水俣病ロバダン２
流域鉱山ロバダン１
流域文化ロバダン
CSR研修ロバダン１
CSR研修ロバダン２
流域鉱山ロバダン２
流域鉱山ロバダン３
CSR研修ロバダン３
史料収集ロバダン１

史料収集ロバダン２
史料収集ロバダン３
史料収集ロバダン４
流域鉱山ロバダン４
流域鉱山ロバダン５
新潟水俣病ロバダン３
CSR研修ロバダン４
CSR研修ロバダン５
CSR研修ロバダン６
CSR研修ロバダン７
CSR研修ロバダン８

持倉銅山ロバダン１
持倉銅山ロバダン２
流域産品活用ロバダン１
持倉銅山ロバダン３
持倉銅山ロバダン4

流域地場産業ロバダン2
流域地場産業ロバダン3
流域地場産業ロバダン4
豪華な粗食ロバダン１
豪華な粗食ロバダン２

流域地場産業ロバダン1

持倉銅山ロバダン５
持倉銅山ロバダン６

豪華な粗食ロバダン３

持倉銅山ロバダン７
持倉銅山ロバダン８
持倉銅山ロバダン９
持倉銅山ロバダン10
企業研究ロバダン
流域産品活用ロバダン２
史料収集ロバダン5 新潟水俣環境賞作文コンクール受賞作品発表

主催：新潟水俣病被害者の会、新潟水俣病阿賀野患者会
後援：新潟県･新潟県教育委員会、新潟市･新潟市教育委員会、阿賀
野市･阿賀野市教育委員会、五泉市･五泉市教育委員会、阿賀町･阿
賀町教育委員会、新潟日報社、朝日新聞新潟総局、毎日新聞新潟支
局、読売新聞新潟支局、産経新聞新潟支局、日本経済新聞社新潟支
局、ＮＨＫ新潟放送局、ＢＳＮ新潟放送、ＮＳＴ、ＴｅＮＹテレビ新潟、
UX 新潟テレビ21、エフエムラジオ新潟、FM PORT 79.0

http://www.aganogawa.info/

ここで紹介した作文の全文は、下記サイトに
掲載してありますので、ぜひご覧ください！

〈
優
秀
賞
〉を
受
賞
さ
れ
た

皆
さ
ん
と
作
品
テ
ー
マ

※受賞者の学年は作文執筆当時

◆小学校５・６年生の部

◆中学校の部
写真(上・下)提供：新潟水俣病共闘会議

第
18
回

本間夢菜さん（新潟市立横越小学校５年）

｢心に響いた言葉『心も体も痛い』」

佐々木はるなさん（新発田市立外ヶ輪小学校５年）

｢同じ事をくり返さないで」

高橋あづ美さん（新潟明訓中学校２年）

｢今の私たちにできること」

流域外

住所  新潟市北区前新田新々囲乙364-7
　（福島潟のほとり、「ビュー福島潟」の隣です）
TEL 025-387-1450／FAX 025-387-1451
メール  fureai@abeam.ocn.ne.jp
ホームページURL  http://www.fureaikan.net/

お
問
合
せ

県立環境と人間のふれあい館
-新潟水俣病資料館-

阿賀野川流域の今と昔
写真で旅する

光と影

写真パネル展

阿賀野川流域の上流から下流に至る各スポットを、
今の写真と昔の写真を比べながらたどる、

ありそうでなかった新しい写真展。
過去から現在へ連綿と続く光と影をご覧ください。

現代写真は山口冬人氏が撮影

主催：新潟県立環境と人間のふれあい館
企画：一般社団法人あがのがわ環境学舎
協力：NPP新潟県写真家協会理事・山口冬人氏

　本展で展示される現代の写真
は、阿賀町在住の写真家・山口
冬人氏が撮影された写真などを
使用させていただきました。

DVD「光と影 阿賀野川流域の旅 
～新潟水俣病を通して～」も上映

期間 ● 平成29年9月6日（水）～10月1日（日）
会場 ● 環境と人間のふれあい館 1F ホール

※9/11（月）、9/19（火）、9/25（月）は休館日※開館時間は9:30～16:30

パネル展講演会

イ
タ
イ
イ
タ
イ
病

主催：新潟県立環境と人間のふれあい館
協力：富山県立イタイイタイ病資料館

開館16周年
記念講演会

環境と人間のふれあい館 『イタイイタイ病
を伝える』パネル展

観覧
無料

入場
無料

事前
申込
不要

期間 ● 平成29年7月12日（水）～23日（日）
会場 ● 環境と人間のふれあい館 1F ホール

富山地裁での患者側勝訴を荻
野医師から知らされ、思わず
合掌する入院患者たち

昭和46年6月30日撮影
毎日新聞社提供

※開館時間は9:30～16:30

日時 ● 平成29年7月23日（日） 13:30～15:30
会場 ● 環境と人間のふれあい館

※7/18（火）は休館日

観覧
無料

基調講演

パネルトーク

「イタイイタイ病～被害発生から今日まで～」
講師：鏡森定信氏 （富山県立イタイイタイ病資料館館長）

※受付は13時から開始

「イタイイタイ病と新潟水俣病
～公害病を伝えるということ～」

コーディネーター：中川一好氏 （新潟日報社論説編集委員）
鏡森定信氏 （イタイイタイ病資料館館長）
小松雅子氏 （イタイイタイ病資料館語り部）
小武節子氏 （環境と人間のふれあい館語り部）
塚田眞弘氏 （環境と人間のふれあい館館長）

出演者：

映像上映会 7月23日（日） 
10:00～12:00

※上映時間は約15分です。「イタイイタイ病に学ぶ
～よみがえった美しい水と豊かな大地～」

▼沖田信悦氏所蔵

▲鈴木貞孝氏所有
山口冬人氏撮影

※上映時間は
約15分です。

9月16日（土）・17日（日） 
10:00～12:00


